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生ごみを堆肥にする『ＥＭボカシ』の作り方や使い方及び発生した堆肥などの利用方法の講習会を次のとおり開
催いたします。
ボカシは、約80種類の有効微生物群（ＥＭ）を、米ぬかなどの有機物と混合させて発酵させたものであり、こ

れを家庭から出る野菜くずや残飯にふりかけて密封のうえ、10日
間ほど放置するとたいへん良質の堆肥になります。
この堆肥を使用し続けていくと、土壌が著しく改善されて、作物

や花などの成育を促進し、作物の収穫量が大幅に増加します。なお、
専用容器の購入につきましては、費用の半額を助成しますので、助
成希望者は産業生活課に申請してください。ただし、助成基数はコ
ンポストを含めて１世帯につき２基までです。
日　時 ７月13日（土）

午後１時30分～４時30分
場　所 中央公民館 研修室２
講　師 環境浄化を進める会

中元　幸市 氏

問い合わせ 産業生活課　10794（35）2364

▲
▲

▲
▲

市　民　環　境　大　学�
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播磨町に残された貴重な自然であり、また潤いの空間で

ある『喜瀬川』の川底に住む小さな水生生物を観察するこ

とにより、身近な自然にふれあうとともに、水の汚れ具合

を調べます。

昨年の観察会では、絶滅が心配されているメダカなどが

見つかっています。今年はどのような生物が見つかるのか

楽しみです。

日時 ８月８日(木)午前９時～11時

内容 『喜瀬川』の川底に住む水生生物の観察

対象 町内在住の親子及び水生生物に関心のある方

申し込み ７月31日(水)までに、住所・氏名・電話番号

を産業生活課まで、ご連絡ください。

集合場所 緑道であいの道「ふるさと橋」 ９時集合

持ち物 帽子、ビーチサンダル、タオル、筆記用具

講師 播磨ウェットランドリサーチ代表　松本修二 氏

備考 雨天の際は

中止します。
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▲楽しかった水生生物観察会

日時 ７月31日(水)午前９時～午後５時

内容 バスで加古川の上流（加美町）まで行き、水生生

物の観察や水質の調査をします。

対象 加古川市・高砂市・播磨町・稲美町の小学生とそ

の保護者

定員 200名（申込者多数の場合は抽選）

参加費 無料

持参するもの 弁当、水筒、帽子、ビーチサンダル、タ

オル、筆記用具、ごみ袋

申し込み ７月12日(金)（必着）

往復ハガキに①住所②児童の名前③学年④同

伴する保護者の氏名⑤電話番号を書いて

〒675-8501 加古川市役所環境政策課

「親と子の水辺の教室」係

（10794ｰ27ｰ9200）

お願い ７月25日(木)までに返信ハガキが届かない場合

は上記までご連絡ください。また、本教室に参

加された方は、播磨町が８月８日(木)に実施し

ます喜瀬川水生生物観察会にも、ご参加くださ

い。二つの川での生き物を比較しましょう。
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第12回�

と き　8月10日(土)

ところ�
大中古代の村�
（大中遺跡）�

【雨天の場合11日(日)に順延】�

午後3時30分～9時�

土器焼き・土器作りコーナー�

弥生の儀式�

古代生活�
体験コーナー�　古代の土器焼き方法「野焼き」を再現

します。�
　また、土器づくりに挑戦。弥生時代の陶
芸家に変身してください。�

　「弥生パレード」（土器奉納）「火
起こしの儀」「古代の歌」など
弥生時代の祭礼を再現します。�

　陶器や陶芸作品を展示即
売いたします。�
　お買い物には大中遺跡ま
つりの通貨「貨泉」（古代風
貨幣）が使用できます。�

　「塩づくり」「まが玉づ
くり」「火起こし体験」「模
擬狩猟」など、古代生活
が体験できます。古代人
になった気分を味わって
ください。�

陶器市コーナー�

火をかこむ集い�
　夕暮れを迎え、いよいよ村人の「まつり」
が始まります。�
　太鼓が鳴り響くなか、「古代の歌」や「獅
子の舞」で大中村の宴は最高潮！�
　弥生時代にタイムスリップしてください。�

　弥生時代後期の大規模な住居跡�
で行われる大中遺跡まつり。�
　今年も多彩なイベントを実施しま�
　す。�
　　詳しくは、「広報はりま」８月号で�
　　　ご案内します。�

運営ボランティア�

　当日までの準備と当日の運営
をしていただく「運営ボランテ
ィア」を募集します。�

火起こし競技�

　舞ぎりを使って火を起こす速
さを競う「火起こし競技」の参
加チームを募集します。�
　編成　１チーム３人�

模　擬　店�

模擬店を出店する各種サークル�
・団体を募集します。�
募集店舗数　15店舗�

　社会教育課または中央公民館、
各コミュニティセンターにある
応募用紙に必要事項を記入のう
え、７月16日（火）までに社会
教育課へ提出してください。�

大中遺跡まつり実行委員会�
（社会教育課内）�

10794－35－0565

問い合わせ�

町制40周年�
スタンプラリー対象�
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